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平成２４年３月 スポーツ基本計画策定

国の動きとして・・・

スポーツというコンテンツに力を入れている



スポーツ基本計画より

子どもの
体力向上

高齢者の
体力
づくり

スポーツ
実施率の
引き上げ

目標６５％
現状４０.４％

平成１０年から
平成２５年にかけて

右肩上がり

「全国体力・運動
能力等調査」等



大山ゼミナールで研究している

大学の特徴を活用して課題を解決する

大学
スポーツ

大学卒業生
ネットワーク

新しい施策を考える
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研究方法

①文献資料を基にした調査
①平成２４年 「スポーツ基本計画」 （文部科学省）

①平成２４年 「体力・スポーツに関する世論調査」 （文部科学省）

②インタビュー調査
②帝京大学周辺地域（８月８日～８月３１日）
②帝京大学企画グループ諸星智也さん

③アンケート調査
③帝京大学生１,００４人

④参考事例
③ＪＳＤＣ（ジュニアスポーツドリームチャレンジ）
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「大学スポーツ」

大学には、普段触れる機会の少ないスポーツがたくさんある。

例） チアリーディング・ラクロス・ラグビー・空手 ｅｔｃ...



企業

大学

「大学卒業生ネットワーク」

在校生

卒業・入社

営業
アプローチ

繋がりのない企業に
アプローチするより、
実現の可能性が高い。

資金源確保ツール



大学の特徴を活用

地域＆大学へインタビュー調査を実施

大学スポーツ
大学卒業生
ネットワーク



帝京大学周辺地域への
インタビュー調査

立川・日野・稲城・多摩・八王子
期間：８/８～３１



文部科学省と帝京大学周辺地域の課題

共通課題





今の子どものスポーツや外遊びの環境について



帝京大学周辺地域へのインタビューの結果

地域
(市）

スポーツ実施率
(％)

八王子 ６４．１

稲城 約５０

日野 ４３．６

立川 約３０

多摩 ５０．３ 0
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※スポーツ実施率については、インタビュー担当者によって明らかにされた数字

４０.４％

７０％



帝京大学周辺地域へのインタビューの結果

様々な施策を行っているが目標達成に至っていない

大学との連携強化を図りたい

現状



帝京大学へのインタビューの結果

地域貢献を国から義務づけられてるがうまく行えていない

地域との連携強化を図りたい

現状



つまり・・・

好相性地 域 大 学



子どもたちの現状

好き

８６％

嫌い

３％ どちらでもない

１１％

小学５，６年生男子がスポーツは好きか？

48

49

50

51

52

入っている 入っていない

平成２４年 小学生

地域スポーツクラブ加入率

４９％

５１％

子どもたちのスポーツへの意識は高い

スポーツクラブに所属していない子どもたちにスポーツの習慣化を促す



成人の週１回以上の運動・スポーツ実施率

平均
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文部科学省と帝京大学周辺地域の課題

双方に効果あり



政策提言

『ＵＮＩｋｉｄｓ』

子どもが気軽にスポーツする機会を与えるための施策
＆大学の地域貢献になる施策

「ＵＮＩ」＝「ＵＮＩＶＥＲＳＩＴＹ:大学」 「ＵＮＩＯＮ：団結」 「ＵＮＩＳＯＮ：調和」
＋

「ｋｉｄｓ：子ども」

ユニキッズ



ＵＮＩｋｉｄｓの仕組み「エスカレーター式」

気軽にスポーツに
触れてもらう

やりたいスポーツを
本格的に第１段階

第２段階



ＵＮＩｋｉｄｓの仕組み「エスカレーター式」

場所 日時 指導者

Ｕクラブジュニア 大学 平日放課後 一般学生

Ｕクラブ 大学 週末 部員



第１段階 ＵＮＩｋｉｄｓクラブジュニア

①小学生なら誰でも気軽に参加できる。
②大学が用具、場所を貸し出す。
③週ごとにスポーツを変えることで、様々なスポーツ
に触れることができる。

◎ポイント

場所 日時 指導者

Ｕクラブジュニア 大学 平日放課後 一般学生

多種目体験できる



帝京大学生意識調査アンケート

実施日：７月２１日〜２７日（計５日間）
対 象：帝京大学生
回答人数：１,００４人



地域貢献活動をしたいと思いますか？

はい

６９．８％
(６９８人)

いいえ

３０．２％
(３０２人)

体育会系部活・サークル所属
→６７％ ５３０人
１

スポーツが好き
→３３％ ２９０人

※調査結果一部抜粋



第１段階 ＵＮＩｋｉｄｓクラブジュニアの効果

小学生自身が何に興味があり、何が得意か考える

自分のやりたい競技を探す

小学生＆一般学生がスポーツを継続



自分のやりたい競技が見つかったら・・・



第２段階 ＵＮＩｋｉｄｓクラブ

①Ｕジュニアに所属しながら継続してできる。

②リーグに所属し、公式戦にも参加する方針。

③指導は技術力の高い部員が行う。

◎ポイント

場所 日時 指導者

Ｕクラブ 大学 週末 部員

１種目に特化



学生からの期待の声

大学が指導者養成に力を入れている



第２段階 ＵＮＩｋｉｄｓクラブの効果

部活生に指導経験の提供

大学の知名度アップ



ＪＳＤＣ（ジュニアスポーツドリームチャレンジ）

普段触れる機会の少ない
多種目のスポーツを
１日で体験できる

大学で行う小学生向けの
無料参加型スポーツイベント

卒業生ネットワークにより
企画に賛同した企業が資金を援助
大学は人材と場所を提供



大学卒業生ネットワークのメリット①

保護者

負担軽減

従来 ＵＮＩｋｉｄｓ

部費 個人用具

保護者

個人用具



大学卒業生ネットワークのメリット②

子どもの送り迎えをする保護者に

スポンサー企業が

営業を行う場を提供できる
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ＵＮＩｋｉｄｓの「ポイント」

『大学への利点』『参加者への利点』 『地域への利点』

マルチスポーツの体験

学生に実学の場を提供 スポーツ環境の提供保護者への情報提供

大学資源を活用した
地域貢献

課題の解決に寄与



ＵＮＩｋｉｄｓの「ポイント」

『大学への利点』『参加者への利点』 『地域への利点』

マルチスポーツの体験

学生に実学の場を提供 スポーツ環境の提供保護者への情報提供

大学資源を活用した
地域貢献

課題の解決に寄与



ＵＮＩｋｉｄｓの「ポイント」

『大学への利点』『参加者への利点』 『地域への利点』

マルチスポーツの体験

学生に実学の場を提供 スポーツ環境の提供保護者への情報提供

大学資源を活用した
地域貢献

課題の解決に寄与



展望

ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
向
上

体力向上

好きなスポーツ
継続

生涯スポーツ

指導する

スポーツをする
機会が増える

小学生

大学生
ＵＮＩｋｉｄｓ



ご清聴ありがとうございました


